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20 世紀後半以降、産学連携が進展するなか、大学と社会の関係はさらに強まってきています。知識基

盤社会において、大学の行う多様な研究成果が社会に還元されることは好ましいことですが、同時に、

大学等の研究機関では研究不正の問題が顕在化することも多くなっています。我が国でも日本学術会議

が「科学者の行動規範」を策定していますが、学界全体で自律的に研究倫理を確立しようとする動きは

依然として不十分です。

本セミナーでは、オーストラリアの大学現場で研究倫理の普及に携わっておられるフェルマン博士をお

招きし、同国の研究倫理政策や機関レベルの取組み事例についてお話しいただきます。オーストラリア

でも、2007 年に主要関係団体が共同で研究活動に関する行動規範が作成され、研究倫理教育を含めた

機関レベルの取組みも進んでいますが、同時に課題も抱えています。同国の経験や課題を通して、日本

における今後の方向性を考える機会としたいと思います。奮ってご参加ください。


